
2024年度 船舶基準セミナー 

～IMOにおける安全関係諸基準の策定状況及び 

関係者の取組状況（代替燃料船関係）～ 

講演資料 
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202４年度船舶基準セミナー 

～IMO における安全関係諸基準の策定状況及び関係者の取組状況（代替燃料船関係）～ 

プログラム 

 

202４年１２月 1７日（火）1４時 00 分～1６時 25 分 

 

1３:30～      開場 

1４:00～1４:05  開会挨拶 

一般財団法人 日本船舶技術研究協会 会長   田中 誠一 

 

<第一部：IMO における安全基準の策定概況について> 

1４:05～1４:３０  IMOにおける代替燃料船関係の審議動向 

国土交通省 海事局 安全政策課 船舶安全基準室長  前田 崇徳 様 

 

（講演概要） 

船舶の国際基準はIMOで議論されており、本年9月に開催された第10回貨物運送小委員会

（CCC10）では、代替燃料船の安全基準が審議されアンモニアを燃料とする船舶の安全

基準案（暫定アンモニアガイドライン）が合意されました。本セミナーでは、これまでの

審議の流れや暫定アンモニアガイドラインの概要、今後の代替燃料船関係の審議動向等に

ついてご説明いたします。 

 

1４:３０～1４:５5  IMO における安全諸基準の最近の審議動向 

一般財団法人 日本船舶技術研究協会 主任研究員       秋山 直之 

 

（講演概要） 

IMOでは、船舶の安全基準等を定めた条約である海上人命安全条約（SOLAS条約）につい

ても、その発効以後、技術の進歩等を踏まえた改正が継続して行われております。我が国

はこれまで世界有数の海運・造船国として積極的に議論に参画しており、確かな技術的な

知見に基づいた提案により、合理的な基準の策定と我が国海事産業の競争力強化に努めて

おります。本セミナーでは、SOLAS条約をはじめとした条約改正のプロセスや、IMOの議

論に対する日本国内の検討プロセスをご紹介いたします。また、自動運航船や水素・アン

モニア燃料船の安全基準に関する審議動向等についても併せてご説明いたします。 

 

1４:５5～1５:０５  第一部質疑応答 

1５:０5～1５:２５  ブレーク 

 

<第二部：関係者の取組について> 

1５:２５～1５:５０  IMO CCC 10審議結果を踏まえたアンモニア燃料船の開発課題 

一般財団法人 次世代環境船舶開発センター(GSC) 

上席研究員 小畑 英郎 様 

 

（講演概要） 

本年９月に開催されたIMO CCC 10において、暫定アンモニア燃料船安全ガイドラインに

ついて議論が行われ、最終化しました。本講演では、GSCで設計開発したアンモニア燃料

バルクキャリアをベースに、その考え得る影響と設計開発における課題を紹介します。 

 

 

 

 



1５:５０～1６:１５  水素燃料船の開発状況について 

           高圧水素燃料供給システムの開発状況について 

尾道造船株式会社 設計部 部長 上妻 正和 様 

川崎重工業株式会社  レシプロエンジン技術部  燃料供給システム課   水谷 好生 様 

 

（講演概要） 

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）のグリーンイノベー

ション基金事業、「次世代船舶の開発／水素燃料船の開発」プロジェクトにおいて、大型

低速２ストローク水素燃料エンジンを主機関として搭載する外航多目的船の開発を進めて

います。 

本講演では、本船舶の計画・配置等の概要、本主機関に高圧水素燃料を供給するシステム

（MHFS、Marine Hydrogen Fuel System）の構成及び特長、船舶の燃料として水素を

使用する場合の安全性を確認・確保する目的のために実施しているリスク評価活動の事例、

並びに水素燃料船・エンジンの社会実装・普及に向けて進めていく実船実証を含む今後の

開発計画・予定について紹介します。 

 

1６:１５～1６:２５  第二部質疑応答 

1６:２５  閉会 

 

 

 

※プログラムは都合により変更になる場合がございます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

第１部：IMO における安全基準の策定概況に 

ついて  
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第２部：関係者の取組について  
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本書の無断転載・複写・複製を禁じます。 
 

 

発  行  2024年 12月 

発行所  一般財団法人 日本船舶技術研究協会 

〒107-0052 

東京都港区赤坂 2-10-9 

大阪ガス都市開発赤坂ビル 

電  話  03-5575-6427 

F A X   03-5114-8940 

ホームページ  http://www.jstra.jp/ 
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